












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































行った時の思い出だった。八歳から十歳 五十人あまりのドイツの子ども ちは、みな、ドイツを離れる時に母親がくるんでくれたのであろう暖かいマントと帽子に身 包み、お なし 迎えに来た人たちに次々に引きとられていった。ロンドンの駅で繰り広












































































































































































































































































































































































































































































































な実験室は、絵本の部屋だと述べている。この部屋には字の読めない六歳以下の幼い子どもばかりでなく、すべて 年齢層の子どもが座っているが、絵本の中に描 れた世界はみ 子どもたちものであり、ここには既に「子ども国際連合」の姿がある。大人はこれを手本にすればいいのだ、と述べ 。こ 他この図書館に 、絵画のアトリエや小劇場、 につい 討論する部屋などもあった。それらすべて、従来の図書館 ありかたの枠を大きく外れるものであったが
、子どもを支えている親の集まりも開催し、
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































る勇気を持った。ダグトール君の問題行動は家庭が崩壊 もおかしくないくらい酷しい状態のものも多 、それでもトーディスは、冷静で理解があり、仕事や困難を分担し くれる夫と ダクトール君を一人の兄とし 受け止めている二人の妹、この家族に支えられながら、仲間と息子のためにホ ム
17（限りなく家庭に近
い形で、地域で共に生き いく施設）を建設する。週末 は家族のもとにか りつつも、親が亡き後の
本人の暮らしに備え、また
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意味をもっています。なぜなら、作者が、障害をもつ子どもを自分の本の中に登場させておきながら、その ついて十分な知識をもっ いないことがあり、そういう本は避けなければならないからです。また、作者が子どもよりも障害そのものに目を奪われ、あたかも障害が子どもの全人格を左右してしまうように描く場合にも、特別な注意が必要です。図書館員など専門職の人々の仕事 で、何よりもまず大切なのは、よい本があること 一般 人に知ってもらい、そういう本が大いに利用され ように、働きかけ くことです。本は私たちに影響を与えます。私たちは お が が人間どうしとして出会えるような本を求めています。私 ち 中には、障害をもっている人も
、そうでない人もいます。本の中
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ultural O
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今
村
廣
「
国
際
障
害
者
年
セ
ミ
ナ
ー
報
告
」、『
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
会
報
』
N
o. 20 、
一
九
八
一
年
四
月
。
中
島
信
道
「
布
の
絵
本
・
さ
わ
る
絵
本
の
海
外
で
の
反
響
」、『
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
会
報
』
N
o. 20 、
一
九
八
二
年
四
月
。
布
の
絵
本
研
究
連
絡
会
編
『
手
作
り
布
の
絵
本
　
さ
わ
る
絵
本―
そ
の
明
日
の
た
め
に
』
偕
成
社
、
一
九
八
〇
年
。
（かくあげ・ひさこ／実践女子大学兼任講師・日本国際児童図書評議会）
